
２
０
３
０
年
の

　
　
応
用
展
開

２
０

研
究
背
景

研
究
成
果

研
究
目
的

研
究
の
特
色

研研

実
績

植物におけるミネラル輸送体の蓄積／偏在メカニズムの解明と利用による
作物生産性の向上
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植物は根でミネラル（無機栄養素）を吸い上げ、
体内を循環させて利用する。植物がミネラルを効
率的に獲得し利用するためには、様々な細胞の
生体膜においてミネラルの膜透過を促進するタ
ンパク質<ミネラル輸送体>が適材適所に配置
されることが重要である。

輸送体の偏在性改変技術の開発
ホウ酸輸送体NIP5;1は根の様々な細胞の細胞膜において、土壌側に偏って局在する。本研
究では、NIP5;1のアミノ酸配列の一部を利用し、本来は偏在しない近縁の輸送体に外側（土
壌より）偏在性を付与することに成功した。

ホウ素センシング機構の解明
ホウ酸輸送体BOR1は高濃度のホウ酸に応
答して細胞内に取り込まれ、液胞において分
解される。本研究では、そのメカニズムの解
明を目指した。ホウ酸輸送体そのものがホウ
酸センサーを兼ねるトランスセプター（トランス
ポーター +レセプター）である可能性が高い。

植物の膜交通におけるガラクトースの重
要性
ホウ酸輸送体NIP5;1の細胞内局在に異常
を持つ変異株のスクリーニングと原因遺伝子
同定により、植物の細胞内膜交通にガラク
トースが重要な役割を持つことを発見した。

ミネラル輸送体のモデルとして、ホウ素輸送体の
蓄積量がホウ素濃度に依存して変化するメカニ
ズムと、細胞膜において偏在するメカニズムを解
明する。そして得られた知見を利用し、ミネラル
輸送体を特定の条件時に特定の細胞の特定の
膜領域に局在させ、ミネラル利用効率の高い形
質転換シロイヌナズナを作出する。
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細胞膜における偏在性の改変を様々な輸送
体において成功させたい。これにより、必須
ミネラルの根への吸収効率をアップさせたり、
有害物質を根外へ効率的に排出させること

が期待できる。様々な土地においてミネラル
利用効率の良い作物や有害物質耐性の強
い作物の作出を可能にしたい。

シロイヌナズナの根におけるホウ酸輸送体の配置と蓄積量制御


